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学校施設再編に関する住民説明会 質疑応答集（中間小学校体育館）

●開催場所 中間小学校体育館

●開催日時 令和４年１１月２４日（木） １８時３０分から２０時まで

●参加人数 １０３名

※住民説明会での質疑応答の内容を下記のとおり取りまとめました。取りまとめに当たり、要約や補正を行っております。

※【 】は、ご質問・ご意見を項目ごとに分類したものです。

学校施設再編の取組み全般について １３件 学校施設の配置案について ５件

学校規模について ９件 事例紹介について １件

件数 計 ２８件

ご質問・ご意見 回答

【学校施設再編の取組み全般について】

〇どんな総括をしているのか。再編をしなければいけない理由は何なの

か。何も提示されていない。ただ学校を少なくすることだけしかない。

各小学校にどんな問題があって、どう再編しないといけないのか。ど

んな問題があるのか提示してください。

（回答）

〇全ての施設が建築から４０年を超えているという状態、施設設備、内

部についても傷んできていて、全面的に見直さないといけない状況に

きています。教育の環境についても、耐震の設備は揃え、エアコンも

全学校必要な部分に設置ができておりますが、今、いろんなものを取

り換えていかなくてはいけない状況にきています。コンクリートの施

設が雨漏りをしているようなことが何年も続いている状況です。一つ

一つ修理をしていますが、かなり費用がかかっていることは事実で、

新しい環境づくりを望んでいる現状です。

〇今、教室でみんなが座って授業を受けるだけではありません。グルー

プごとに分かれて少し話し合い、意見を持ち寄る、そういったスペー

スをとることが今の教室では難しいです。

〇タブレットを机の上に置く、教科書を置く、そうするとノートを置く

場所がありません。それを備えた机も今準備をしないといけない状況
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です。規格が大きくなりますので、教室を使える範囲が狭くなり、非

常に教室が使いづらい状況になります。

〇総合的に見まして、このままの学校をそのまま使っていくというのは

非常に厳しく、大規模な改修や学校再編の必要を考えているところで

す。
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【学校施設再編の取組み全般について】

〇学校としてやらないといけない最低基準のことしか言っていない。再

編の理由にはならないです。

（回答）

〇小学校６校、中学校４校、全部改修する、全部建替えるのは、相当な

費用がかかってしまいます。各学校の児童生徒数が１０年前に比べる

とぐっと少なくなってきている中で、２０年後、３０年後先まで使え

る建物にしていくための費用は相当なものです。１つの学校を２０億

円かけて建てるとすれば、市の負担は概ね４億円程度になります。補

助金や助成金などがありますが、億単位のお金が１つの学校にかかり

ます。１０校全部に叶えられるということは非常に厳しいと考えてお

り、再編も一緒に考えていこうということです。

【学校施設の配置案について】

〇保護者の視点からすると、子供たちの安全についてはすごく気になる

ことがあります。コミュニティ広場に中学校１校という案、交通量が

多く、交通については不安がある。納得できるような対策があれば教

えていただきたい。

【学校規模について】

〇学校再編について先生方がどのように考えているのか、すごく気にな

っています。再編基本計画の先生のアンケートの中で、小学校３、４

校が多く、中学校は２校が５０％を超える結果になっているから、こ

こが基本になるべきではないかと思います。その方向で進めていただ

けるのか聞かせていただきたい。

【学校施設再編の取組み全般について】

〇委員を募る際に、保護者代表の数を増やしてほしい。保育園や幼稚園

の保護者にも広げてほしい。

（回答）

〇通学圏小学校２㎞、中学校３㎞は、基本的には徒歩をベースで考えて

いるところです。登下校の時間はほぼ一緒でありますので、通勤時間

帯と重なって、かなりの交通渋滞が想定されます。この説明会でいた

だいたご意見を踏まえて、実際の学校の配置を考えていかなければな

りません。

〇先生方にとっても教育環境を整えることは大事だと思います。学級の

人数には基準がございます。ただ、学年の人数が増えると、当然、先

生の目の行き届き方は変わってくることも承知しています。どの学校

規模になればいいというようなことは、色々な可能性がございますの

で、難しい問題です。先生方が実際に教育指導しやすい環境は、とて

も大事な側面と考えておりますので、今後も色々な観点から検討させ

ていただきます。

〇令和３年６月に市内小中学校施設等の現状把握に向けた教員アンケー

トを取りました。この結果は、学校施設再編基本計画策定委員会にお
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〇今後、委員会がある時は、小学校と中学校は別々にやっていただきた

い。

出しした中で、意見をいただきながら、小学校３校以内、中学校２校

以内と決まった経過がございます。決して無視したわけではございま

せん。

〇アンケートの中で、先生方から今の学校運営、色々な活動を行う上で、

学級数が少ないというお答えはいただいています。いくつかの小規模

校では、クラス替えができない状態です。その学校だけを解消すれば

いいということではなく、中間市全体で考えなければいけないという

視点に立って、学校再編の動きをとっています。

〇今後、委員会を設置する場合は、児童生徒の保護者、幼稚園・保育園

に通われている保護者の皆さまの参画も考えながら、委員構成は考え

ていかなければなりません。
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【学校規模について】

〇中学校１校だったり、小学校がとても少ない数の計画がたくさん立て

られている。学校で働く者としては、中学校１校だったり小学校２校

だったりというのは、かなり、今の教育の質を保障するのは難しいと

感じています。保護者の方たちに学校に安心して送り出してください

と言うにはとても不安があります。

【回答】

〇ご意見ありがとうございます。

【学校規模について】

〇市内４中学校には、特色がある。１つの中学校になったら、９クラス、

１０クラス、きめ細やかな指導ができない。活動に適しているのは、

３クラス、４クラスだと思う。

（回答）

〇ご意見ありがとうございます。

【学校施設再編の取組み全般について】

〇学校には伝統があるのではないか。この再編では全く問題になってい

ない。

〇開校準備協議会には、どういう方がメンバーになっているのか。その

メンバーの中にお子さんが今、小学校、中学校に通っていらっしゃる

かどうかお聞きしたい。

【学校施設の配置案について】

〇再編に関して、デメリットがどのようなことがあるのか知りたい。

（回答）

〇再編に取組んでおられるところは、伝統の継承ということで、色んな

取組みをされていると聞いています。学校再編をした場合には、伝統

を新しい学校でも引き継いでいく努力というのは、色々とやっていか

なければいけないと思います。伝統の引継ぎは、学校再編をやってい

く上でしっかりと考えていこうと思います。

〇協議会は、先ほどの伝統、新しい学校の校歌、制服、通学方法などを

みんなで協議していかなければいけません。市の職員だけでは結論が

出せる話ではございませんので、保護者の方、幼稚園・保育園の保護

者の方、地域の方々、そして先生方も交えた構成を考えていかなけれ

ばならないと思っています。

〇それぞれの配置案の中に課題という項があります。その中の黒い丸、
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ここに課題を書いています。通学距離が伸びること、これが一番形と

して現れるデメリットではないかと考えております。



7

【学校規模について】

〇中学校１校になった場合、高校になると、中学校よりも少ない学級数

になること、中学校で大人数の学校を経験することをすごく危惧して

いる。

〇学校数に関しては、２校が一番多くて５０％、３校が１８％というこ

とで、１校が第三位なのに、中学校３校が残らずに、なぜ中学校１校

２校が残ったのかということをお答えいただきたい。

〇中学校の教員は３学級４学級がベストだと言っています。３学級４学

級以上とは言っていないので、そういうお答えをしないでほしい。

〇４０人学級ということで計算をしないでほしい。３５人学級になった

時にはもっとクラス数が増えるということを想定してお答えいただけ

たらと思う。

〇大規模校になると、子供たち１人 1 人に対する支援がしにくい。基本

計画では、大規模校になった時に組織的指導体制が強化されると真逆

のことを書かれている。その理由を伺いたい。

（回答）

〇小学校からいきなり大きな規模の中学校になって混乱するのではない

かとお話がありましたが、今の中間市の小学校、中学校を卒業して高

校に入った児童は同じようなことを感じているのではないかと思って

います。

〇アンケートを読み込んだ上で、策定委員会にお諮りし、今の小学校は

最大３校、中学校は最大２校ということです。

〇学年によって学級数が変わり、先生の数も変わってきます。４校し

かない中学校全体で考えていかなければいけません。市全体で学校の

人数を見て、適正規模の学校を作っていかなければならないと思いま

す。

〇先日の説明会でも子供たちの人数が多くなれば、それだけグラウンド

で使える面積が小さくなったり、体育館を使える時間が少なくなった

りするのではないかというご意見がありました。カリキュラムの組み

方にも影響が出てきますので、こういったことも考えながら、学校数、

学校の配置を決定していかなければならないと思っています。
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【学校施設再編の取組み全般について】

〇整備の目標や目指すべき姿がかけ離れている。先生たちと話し合いを

進めないと、教職員が働きたい学校なんてわからない。きちんと丁寧

な説明を行っていくことが必要だと思う。

【学校施設の配置案について】

〇最終的には誰がどういう形で決めるのか。具体的な形で影響を及ぼす

ところに対しては丁寧な説明が必要。この案でいくのか、いかないの

か、この案の中から選ぶことになるのか、中間小学校は、この案のど

こにも入っていないので、なくなるということでいいのか。

（回答）

〇もう少し色んな場面に丁寧に説明すべきというご意見、ありがとうご

ざいます。

〇中間小学校がなくなることは決定かということ、学校施設再編をやら

なければ当然のことながら残ります。なくなるということが決定した

わけではありません。

〇中間小学校は、河川にとても近く、氾濫した際に非常に危険な地域の

中ですが、それを解消できる方法があれば、また候補に挙がってくる

可能性もあります。
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【学校施設再編の取組み全般について】

〇教職員の働きたい学校はどんな学校ですか。

〇教職員の授業力、指導力が最大限にできる学校のイメージが湧かない。

どのような構想でしょうか。

【学校規模について】

〇案のどれを見ても、適正規模校になっているものがない理由を答えて

ください。

（回答）

〇先生方の授業力、指導力が発揮しやすい学校、子供たちと一緒に、今

までと同様にしっかりと関わっていける、子供たちと共に成長を感じ

られる学校です。

〇子供たちに色々な考えをもたせたい時に、資料がすぐに取り出せたり、

必要な物を提示できたり、それから、子供たちが話し合う場をすぐに

提供できたり、今、現状の学校の中でも先生方は非常に工夫していた

だいて、そのような形を作っています。よりスムーズに効果的に提供

できるような場と考えております。

〇適正規模校になっていない案がいくつかパターンとしてあります。こ

れは現在の通学区域を踏まえた上で設定しています。学校数が決まり、

場所が決まって、適正規模に向かってどういう校区割にしていくか、

これから審議を要するところです。

【学校施設再編の取組み全般について】

〇学校施設が整っていたら子供たちが通いたくなるかというと、そんな

ことはないのではないか。子供たちが学校に通いたいと思うのは、人

間関係が上手くいっているところが大事だと思う。

〇大規模な学校になると、きめ細やかな指導ができなくなってくること

もあるので、学校再編に向けてとても不安がある。

（回答）

〇子供と相対する教師として不安の方が大きいということ、ご意見あり

がとうございます。
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【事例紹介について】

〇舞鶴小中学校の動画を見せた意図は何ですか。

【学校施設の配置案について】

〇コミュニティ広場に学校という案、今ある体育館、図書館については、

共有するのか、そうでない場合は協議検討するという中に移転も含ま

れているのか。

〇開発に当たって県との協議が必要となること、どういうものを想定し

ているのか。県との協議の結果、不適切になりそうな論点があるとし

たら、どういうものを想定しているのか。

（回答）

〇舞鶴小中学校の映像について、３つの小学校と１つの中学校を再編し

た学校であること、浸水想定区域に指定されていること、公民館を学

校敷地の中に建てていたことから映像を流しました。それから、今の

学校施設が明るく、ゆとりをもった教室配置がなされていることを流

しました。

〇コミュニティ広場敷地に新中学校を建設する場合、今建物があるまま

では、学校施設を建設することは非常に難しいです。学校施設との共

用なども含め検討します。移転という可能性ももちろんあります。

〇県の開発行為について、学校施設の周辺道路、接続道路が９m 以上な

ければ、県との協議が必要だと聞き、時間を要するとしています。建

てれないとか開発できないということではございません。
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【学校施設再編の取組み全般について】

〇学校施設整備について、子供たちの意見を聞かれましたか。

〇是非、子供の意見を聞いてください。先生方と子供はどのようにした

いのかを踏まえて、教育委員会、役所、先生方、子供を交えてこの問

題を解決してほしい。

（回答）

〇今回再編に取組む中で、直接まだ子供たちから聞いておりません。

〇実際にどういう学校をつくっていくのか、中間市のまちづくりにも関

わってきますので、教育委員会だけで背負えるものではございません

し、子供の意見を取り入れられる機会をつくるべきと思っています。


